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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     
世界的に高齢化が進み、高齢者施設ケアに対する需要も高まる中で、高齢者施設入

居者の尊厳を守り、尊厳あるケアを提供することは簡単なことではない。ケア提供者

は十分な環境がない中で尊厳あるケアを提供するためには大きな苦労を伴い、尊厳を

損なうケアしかできないときは職員自身の尊厳や健康も脅かされる。入居者だけでな

く職員を守るためにも、できる限り尊厳を文脈化・可視化することが必要である。 
そこで本研究では、高齢者施設における尊厳あるケアの実践につながることを目的

とし、概念統合アプローチを用いた尊厳の概念の明確化を行った。データ収集は、高

齢者施設入居者に対する尊厳に関する経験についての解釈学的現象学を用いたインタ

ビュー、および、高齢者施設ケアにおける尊厳についての知見を集約するためのマト

リックス方式による文献レビューを併せて行った。計 27 回のインタビューからは

1,728 コードが得られ、PubMed、CINAHL、Web of Science を用いた文献レビュー

では、3,716 件より選定された 28 文献のデータが得られた。 
本研究の新知見と意義を要約すると以下の通りである。 
１．インタビューの結果と文献レビューによる 28 文献の論文を用いた概念統合によ

り、ケアにおける尊厳の特徴として５つのテーマが生成された：【他者におかされる

ことのない個人の尊厳】、【狭義の尊厳あるケア】、【職員側の要素】、【家族・友

人・社会・他の入居者との関係における尊厳】、【介護施設・介護制度による尊厳】。 
２．本研究の概念統合アプローチによるプロセスより、テーマ間の相互の関係性を

示す２次元の「高齢者施設のケアにおける尊厳の概念マトリックス」が得られた。そ

れぞれの尊厳の特徴による位置関係が図示されることで、看護の臨床・研究・教育に

おいて、現在注目されている尊厳や不足している視点などを視覚的に捉えられるよう

になり、看護実践に近づくための尊厳の議論の活性化につながると期待される。 
３．現在までに報告されている尊厳の定義の多くが１対１のケアを想定したもので

あったが、今後はチーム、施設レベルでの尊厳あるケアのさらなる探求が望まれ、そ

うした視点で新しい制度やルールを定めていく必要があることが示された。 
提示された概念の特徴と概念マトリックスは、個人が主観的に感じるものであると

同時に、他者との相互関係にも強く影響されるという尊厳の特徴と、尊厳あるケアを

臨床実践に根付かせるためのスタッフ、チーム、組織、そして介護システムの役割を

明確化するという本研究のねらいを反映している。そして本研究は入居者と職員、そ

れらから広がる社会や介護制度の枠組みを示し、その中にケアにおける尊厳の要素を

示すことができた。 
これらの研究成果は、看護倫理の国際専門誌である Nursing Ethics（IF=1.957; 

5-Year IF=2.530）に掲載された。以上の理由により、本研究は博士（看護学）の学

位を授与するに相応しい価値を有するものと評価した。 
 






